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自　画　自　賛

一古代ペルシアの場合一一

伊 藤 義 教

Notes　on　Old　Persian　tabara一　and　han・dig一　（n’ot　hadisY一）．

　Notes　on　Old　Persian　：　tac“ara一　“structure　detached”（from　main　building），　i．　e．

taia《pres．　Stem　of　tak一）一トra一，　nomen　agentiS　mean童ng‘‘running（Out），　fiOwlng

（out），　derived，　detached，　separate”；　and　handisV一　（〈＊hanz－dta一］一一is“一，　da一一　“to　put”

or　da’一　”to　blnd”一cf．　lnd．　sain－dha＝，　and　sain－dd一一　“to　blnd　together，　to　’tie”，　sain－

dh＝i一）　“（Palace　of）　Aggregatlon　（of　manY　materials）”　（c£　Darlus　Susa　f．，　ll．　22－

58），　neither　hadis“L　“abode”　〈had一　“to　sit”　nor　lnd．　sddhisl一　“God　of　plac’e”．

　自画自賛といえば，いまでは，自分で自分のことをほめる，ハナモチならぬことのよ

うに多くとられているが，本来はそうではなく，自分で画をかいて自分で養をすること

である。自分で画をかき賛をするめだから，もちろん，当人には，画も賛の文句もわか

っている。ところが，他人が見てもわかってくれるかとなると，そう簡単にはいかない。

賛の字体がひどく草行化されていると，いまの若い人たちには読んでもらえない。そう

いうときに，「若いものはつまらん」などと，おこってはならぬ。画は見るが賛はよまな

い，という鑑賞のしかたが，ほかにもずいぶんあるからである。ことに，オリエントの

美術や工芸などに接するときに，似たようなことがしばしば見うけられる。なにしろ，

オリエントは文字の世界である。ちょっとしたものにも，よく，文字でなにかが書きつ

けられている。そういうときに，なにが書きつけられているかを冤ずに，いきなり，美

術論をたたかわすめだが，あえて賛といわなくても，そうした銘文を理解することによ

って，論や鑑賞にも幅が出たり深みが増したりするのではないか。そこには歴史がひめ

られ，信仰が光り，文学がかおっているかもしれないのである。磨崖や王宮建築などに

のこるバカーマ＝シュ王朝の遺産のかずかずに接して，筆者は，その方面に門外漢では
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自　画　自　賛

ありながら，いつもこの思いを新たにする。センサク好きというのであろうか，そこに

残されている賛（？）が気になるのである。

　ここではその例としてta6ara一と肋漉舘をとりあげてみよう。どちらも“palace”

ぐらいの意味で，シノニムみたいなものだとされている。同一の建物にこの爾老が用い

られているのだから，そう思われてもしかたがないかもしれない。たとえば，スーサの

ダーラヤワウシュ大王の王宮をみると，いわゆるDarius　Susa碑文dでは，

　　余はダーラヤワウシュ，偉大な王，諸王の王，諸邦の王，この世界の王，ウィシュ

　　タースパの子，バカーマニシュの齎。王ダーラヤワウシュは告げる：アウラマズダ

　　一の御意によって余はこのダチャラを造営した。

といって，王宮をダチャラdahαra一とよんでいる。4α廊r甜は彪廊プα一の異形。とこ

ろが，岡じ王宮の造営碑文，いわゆるDarius　Susa碑文fでは，同一の王宮が加撚一一

とよぼれている。この碑文fは，この論考で璽要な役割りを演じるので，そのL22か

ら終わり（1．58）までを，つぎに訳載しよう。

　　余（ダーラヤワウシュ1世）がスーサに造営したこの肋4踏一その材料は遠方か

　　ら運ばれた。大地は，余が看盤に達するまで，掘りさげられた。壕が出来てから，

　　ある部分では高さ40肘（cubit），他の部分では高さ20肘に，砕石が投入された。

　　その砕石の上に加4踏を余は建てたのである。

　　そして，大地が掘りさげられたこと，また砕石が投入されたこと，また日乾し煉瓦

　　がっくられたこと　　それはバビpa　＝ア人が行なった。

　　サイプラス樹　　それは，　レバノンという山（があり），そこから運ばれた。アッ

　　シリア人一一かれらがそれをバビロンまで運び，バビロンからカリア人とイオニア

　　人がスーサまで運んだ。ヤカー一材はガンダーラから運ばれたが，またカルマニアか

　　らも。

　　金はサルディスとバクトリアから運ばれ，ここで加工された。瑠璃とシソカブル石D

　　はここで煽工されたが，それはソグドから運ばれた。トルコ石一一それはコーラス

　　ミアから運ばれ，ここで加工された。

　　　銀と黒檀はエジプトから運ばれた。城壁がよってもって築かれた材料一それは

　　イオニアから運ばれた。象牙はここで加工されたが，エチオピアからと，インドか

　　ら，ならびにアラコシアから運ばれた。

　　石柱はここで顔工されたが，＝一ラムにあるアビラードゥという村一一そこから運ば

　　れた。
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自　画　自　賛

　　その石を加工した加工者たち一かれらはイオニア人とサルディス人。金を力旺し

　　た金工者たち一かれらはメディア人とエジプト人。木材を加工した者たち一か

　　れらはサルディス人とエジプト入。煉瓦をつくった者たち一かれらはバビロニア

　　人。誠壁に彩色した藩たち　　かれらはメディア人とエジプト人。

　　王ダーラヤワウシュは告げる：スーサにきわめて壮麗なものが（余によって）命じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅったい
　　られ，きわめて壮麗なものが（余によって）出来した。アウラマズダーが余を守護

　　し給うように，そして余の父ウィシュタースパと余の王土をも。

とあり，同じ大王のスーサ蝉吟1にも（li．　4－6），

　　王ダーラヤワウシュは告げる：アウラマズダーの御意によって，余により造営され

　　たこの肱酒興を見んすべてのものに，（それが）壮麗な：ものに見えんことを。

とある。taiara一も‘fpalace”，肋4薄一も“palace”というのでは，能がなさすぎる。そ

こで，セソサクの虫がそろそろ頭をもたげてくる。いろいろしらべてみたら，如廊γα一

の語源は如かで，如か　というのは走るとか（水）が流れるという意味。ここまでは

大体意見が一致しているが，それからさきがいけない。いろいろな説が，つぎつぎに，

打ち出された。Hわく，tatiara一とは「競馬場」であるとか，　r連らなった室をもつ建

物」だとか，果ては「円い炉のある場飯」だとか。しかし，語形論はもっと丹念にやっ

てほしい。オα諏一は彦α洛の現在幹，それにザσ一一を接尾したものが如δαプα一だから，

露δ曜α一は現在分詞的な機能をもつ行為者名詞ということになり，意味は「走（り出）

るもの，流れ（出）るもの，派出しているもの，分離しているもの」だから，この語が

建物に関して用いられるときは，その建物がこういう動作を主体的に行なうのでなけれ

ば意味がなしk。そうすると，その建物は，なにかmain　buildingがあって，それから

岐かれ出ているもの，またはmain　buildingに対して別館，分館，離れのごときもの，

そういうものでなければならない。単なるpalaceではない。そこで，こういう意味を，

上に引いたDariu＄Susa碑文dにあてはめると，この建物は，なにか中心をなす建物

を本館とみて，その麦邸であるということになる。

　では，その本館とみるべきものはなにか。それは，ダーラヤワウシ＝1世のアパダー

ナである。現在の廃鮭はそのようなものを確認させないが，それがかつて存していたこ

とはアルタクシャサ二世のスーサ碑：交a（Artax甑馨a　II　Susa　a）によって明らか。

そのll．3－5にはつぎのように記している：

　　このアパダーナは余の高祖ダーラヤワウシュが造営したが，のち，余の祖父アルタ

　　クシャサ（1世）のとき，焼失した。アウラマズダー，アナーヒターおよびミスラ

一81一



t　画　自　賛

　　の御意によって，このアパダーナを余は造営した。

　メーン・ビルディングに対するタチャラの立場は，ペルセポリスにもあてはまる。こ

こでは，基壇上に2個，基壇外に1個のタチャラがある。基壇上の2個というのは，ダ

ーうそワウシュのパレスと呼ばれているものと，クシャヤールシャーのハディシュとよ

ばれているもの。前者はダーラヤワウシュのペルセポリス碑交a（Darius　Persepoiis

a）に，こう記しているのによって明らか：

　　このタチャラを造営したダーラヤワウシュ，偉大な王，諸王の王，諸邦の王，ウィ

　　シュタースパの子，バカー々ニシュの喬。

この碑文は，この王宮の柱廊からメーーン・ホールへ通じる用門の東西両側柱（jamb，　do－

orpost）に造刻されている。後者は，クシャヤールシャーのハディシュそのもののなか

で見つかったものではないが，この王宮のものと確認されているトルス（torus一柱脚の

　　くりがた
半円形剤形）に造刻されている碑文によって明らかとなった。このトルスは，ハレムと

通称されている建物の両翼の緬端の数室セこ倒壊していたもので，数も多い．い葦・ゆる

クシャヤールシャーのペルセポリス碑交1（XerXes　Persepolis　l）とよばれるものがそれ

で，古代ペルシア語版には

　　余はクシャヤールシャー，偉大な王，諸王の王，諸邦の王，この世界の王，王ダー

　　ラヤワウシュの子，バカーマニシュの務。王クシャヤールシャーは告げる：このタ

　　チャラを余は造営した。

とある。この碑文のアッカド語版には「このタチャラを」というところが，「この家，

タチャラを」とあって，タチャラがなにか術語的なニュアンスを有していることを思わ

せる。はじめのダーラヤワウシュのタチャラというのは，中央宮一E．HerzfeldはTri－

pylon「三門宮」とよんでいるが，　E．　F．　SchmidtはCouncil　Haliとよぶ。この王宮は最初期には

アパダーナや王座・謁晃の聞などの機能を果たしていたと，筆者伊藤は考えている一か，アパダー

ナー兜成したのはクシャヤールシャーのときであるが，起工はダーラヤワウシュのとき一に

頬してであり，クシャヤールシャーのタチャラというのは，父王の建てた中央宮か，父

王によって起工されみずからの手で完成させたアパダーナか，あるいはこのふたつを併

せたものかに対してである。そういうmain　buildipgに対し，それから派生した建物，

detached　buildingというので，タチャラとよばれるのである。最後に，もうひとつ，

ペルセポリスの基壇外というのは，基壇の南方500mに同じくクシャヤールシャ・・H一の

タチャラ（12柱を有する）が1951年に発見されたものを指す。これも基壇を中心とみれ

ば，まさしく「離れ」であるからタチャラである。近世ペルシア語tazar（〈‘α廊rα一）
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はsummer　houseだが，常時起臥する本邸からはなれて夏場だけの使用とみれば，な

にも不思議はない。ta．Kara一を筆老のように解釈してこそ，この点が理解できる　　少

々自画自賛めいてきた。はなしを，もうひとつの語詞加漉齢に移そう。

　これまで述べたことから明らかになったことは，（1）スーサのダーラヤワウシュ王宮は

アパダーナに頬してはタチャラであるが，また加漉§ともよばれていること，（2）ペル

セポリスのクシャヤールシャーの王宮は父王の王宮かアパダーナに対してはタチャラで

あること，などであるが，そのクシャヤールシャーはみずからこの王宮を肱4鯨とも

よんでいる。そのことはXerxes　Persepolis碑文dによって明らかで，そのIl．15－17

には

　　　偉大な王クシャヤールシャーは告げる：アウラマズダーの御意によって，このha一

　　　δ踏一　を余をよ造営した。

とある。そうすると，伽読齢はどういう意味かと．問うてみたくなる。確諏rα一も加漉齢

もpa｝aceぐらいの意味で，シノニムのように見られてきたがs躍廊rα一が詳細な概念

規定をうけると，加4踏一もこれまでのまま暦座わることがむずかしくなってくる。例

によって，まず加漉§一をしらべてみると，W．　Brandenstein　und　M．　Mayrkofer＝

Handbuch　des　Altpersis’　chen，　Wiesbaden　1964，　p．122，肱薦一n．の項には留めように

解説されている；

　　　Palast，　Resldenz，　Pfalz，　eig．　“Sitz　der　Macht，　StuhY．　［＝　aw．　Nadis“一　Gottheit

　　　cles　Wohnsitzes，　vgl．　ai．　sddas一　n．　Sitz，　Thron，　zu　had一．　Eine　geRau　german．

　　　Entsprechung　der　iran．　Bildung　ist　（Ppovrt－oaTeg　tPhrygersitz’　bei　Ptoiemaios

　　　nach　Kretschmer，　Glotta　30　（1943）　137，　MiscelL　Acad．　Be’i－olia　II／1　（1950）

　　　，174．］

ところが，この解釈には部分的にひっかかるものがある。それについてF．B．」．　Kuiper

（lndo＿franian　Journal　Vo1．　VIII〔1965〕，　p．299）は

　　　一一一、一・一Mayrhofer　accepts　Kretschmer’s　idea　of　connecting　it（i．　e．ゐα薦一）

　　　with　the　place　name　（Ppovre－ooneg　in　Ptolemy　on　the　assumption　that　this　is

　　　Germanic　and　means　“Ph1’ygers2tz”．　This　theory　p1’esupposes，　accordingly，　a

　　　PIE．　word　＊sbdis一，　n．，　not　represented　in’　any　other　language．　Kretschmer

　　　xNTas　certainly　justified　in　ignoring　Bartholomae’s　attempt　to　connect　with

　　　Younger　Avesean　equivalent　hadis“一，　name　of　the　deity　of　the　piace　of

　　　abode，　with　Skt．　sadas一　n．　（BB，　17，　i891，　p．　l　l3），　but　he　also　disregarded
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　　the　fact　that　as　early　as　1881　the　Avestan　word　had　been　connected　with

　　Ved．　stidhis．一“place”　（Ludwig，　Der　Rigweda，　IV，　p．　384）．

と批評している。これは，Av，加4鶯一「産土神の名」はVed．564ん∫ε一「場所」と結び

つくもので，Skt．　sddas一　n．「坐席，卜居」と結びつけようとするバル榊メー説やそれ

を支持する立場は賛しがたく，0。P．加42齢‘‘seat，　residence”はhad一：Ind　sad“to

si乞”と結びつくにしても，　PIE．＊sodis一を措定するほど古いものではない，というふ

うにも要約できるかと思われる。そうすると，0。P．肱4∫齢は依然として「王宮jほど

の意味におちつくことになる。このhadig一については，もうすこし語形論を展開して

みる余地もある。Ind・　sddas一　n・やξδ09からみて，イラン語形としては，まず＊hadah－

n．が考えられる。単数主格一対格で1＆　“hadaとなる一一これt＊　hada　“together　with”

とまぎらわしい。これをさけるために，宋音一ah（＜辺のを廃して一鶯に代え，勧4乞齢

をつくる。こうすればアイvイさがなくなる。0。P、では語末子音謹は，一iと覗の

後では残留するが，その他の場合では脱落する。そういうところがら，似たような取り扱

いをみせるケースがほかにもある。例えば4か「水」がそれ。アヴェスターでは単数主

格は薦一しかし，これだと，古代ペルシア語ではぎも落ち，つづいて／もおちて，

単なる＊dになってしまう。これではとても「水」は汲みとれまい。そこで，古代ペルシ

ア譜は妙一をづ幹曲用に変えて単数主格を砂踏とした。こうすれば尋も保持され

るわけ。だから，＊hadalZ一を加漉齢に変形したと考える一これがひとつの考え：方。

それから，インド・イラン語のみでなく，印欧語一般としてみても，中性名詞で一asに

終わる形は一is　C躍，趣）に終わる形を併わせ麿する場合がある。例えばr6cas－n，“li－

ght”二rocis－n。‘‘dltto”；κρ6α9“fiesh”；feravis－n，‘‘raw　fiesh”；彪〃zα距n，“dark－

ness”：tdmis－ra－Ip“dltto”；dvas－R．“favour’1；卿ゴ5《合成調にみえる形：副卿漉一

adj・“helping”）など。したがってstidas一：＊hadah一にhadis”．一が並存してもよいとい

うわけ。こういう語形論を筆老は，いちおう，展開してみた。しかし，どうもひっかか

るものがある。

　加読響がhad一“to　sit”から派生したとすれば，ドすわること；すわる場所」とい

うのが本来の意味。もっとも，Mayrhoferによればf権勢の座，椅子」であるが，どち

らから墨発しても，「王宮」の意味に帰着するとされている。しかし，筆巻からすると，

やはり，原意がもっとも重要であり，かの当代入にはその原意がじかにアッピールして

いたと思われる。「王宮」というような意味にまで突っぱしるのは後代人。そういう筆

者によると，加漉齢を理解するうえに，ふたつの重要なキメテがある。ひとつはペル
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セポリスのダーラヤワウシ＝大王の王宮タチャラ，もうひとつはP．80f．に訳出した圃王

のスーサ碑文歪。まず，前巻についてであるが，この王宮が密庫・宝蔵であることは

Darius　Persepolis碑交。によって明らかで，この点は拙稿Gathica　VI2）に詳しく取

り扱う。この建物は大王が暫時居住することはできても，常時起臥するところではなか

った。そのような建物に，ダーラヤワウシ手大王の子クシャヤールシャーはつぎのよう

な碑文を追劾している：

　　アウラマズダーの御意により，このハディシュを，余の父，王ダーラヤワウシュが

　　造営した。

この碑文はXerxes　Persepolis碑文。とよばれるもので，訳載したのはその一部，碑

文の位置は柱廊入qの両側壁柱（anta）や南石階のファサーード。父王が「宝蔵」（arda－

5渉魏α一）と銘打っているこのタチャラに，子が「住居」の意味をもつ加重舘と追刻す

るのは納得しにくい。また，すでにタチャラとして，中央宮に対し「副次的な建物」で

あることをDarius　I）ersepolis碑文a（P．82）は宣書しているので，この点からも「住

艦」の意味をもつ加漉舘の語を追刻するのも，いささか蛇足の感がある。つぎは，ダ

ーラヤワウシュ大王のスーサ王宮碑文fであるが，p．　80f．に訳載したところがらうかが

うと，ゐα4徳は，なにか多くの貴重な素材で娼来あがったものというような意味合いを

　　　　　　　　こうじよう
感じさせる。「七宝舎成の宮殿」とでもいった感じである。こういう意味だと，ペルセ

ポリスのダーラヤワウシュのタチャラ＝宝蔵宮にも違和感をかもさないで，うまくおさ

まるように思われる。要するに「りっぽな王宮」という意味である。

　では，そういう意味に読みとるには，問題の語をどのように解読すればよいか，とい

うことになるが，筆者はそれを加’痂齢すわなちみ翻薦一とよんで「合成宮」（「多く

の素材の集積，合成」という意味から）と解することを提囑したい。πを表記しないの

は古代ペルシア語碑文のくせで，ba”dafea一＝・bandaka一　rしもべ」，　Gα”磁耀一「ガンダー

ラ」その他，例は多い。h侃4餅の語根は44一（lnd．4娠→“to　put”や4あ“to　bind”

が考えられ，それにham一＞han一を前接した＊肋”3一面一“to　put　together”や：｛‘ham－

44一“to　b圭nd　toge雛er，　to　tie”には，それぞれ同義のlnd，5α7か4娠一（a→およびsa「iz－

4紐がある。末辞一踏には，そのままIE．一as，一isにさかのぼりうるものや，一iに終

わる幹をSで拡張したとみられるもの，などがある。もっとも，一面こ終わる幹といっ

ても，一一diに終わる語根の場合は，そのδがδ〉∂＞iとなる場合があるから，づ幹の

ゴといっても，覗が全面的に脱落してそのあとに顔えられたづであるか，それとも

δ〉∂〉ゴとなったつであるか，決定しにくい薗もある。が，それはそれとして，覗に
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終わる語根から派生した一i幹としては，さしあたって，Ind．　sark－dh－i一　m．“junction，

Connection”＜sa？h－dhd一；antar－dh－i－m．“concealment，　cOvering”〈antar－dham一

（a→‘‘to　Place　within，　to　hide”；prati－Sth－i－f．‘‘resistance”＜ρプ碗∫一ε魏δ一“to

stand；to　resist”（Av．ρα痂イ瓦一f．“Sichdazustellen　zu一’［AirWb．827コ；ぬプ∂γδ．

uψa－st－i－f，“lang　dauemder　URterstand”［AirWb．694］）；4－4一ム（i→m．“begin．

ning”〈4－4δ一“to　take；to　begln”などが参考となる。一s一で拡張した形というのは

Suc一　‘‘to　sh圭ne”〉　♂滋。ゴー　adj，　“shining”＞　Szrcis．　一　（9ucis．　一mat一　‘chaving　radiance”

における）の如きものである。由来はともかくとして，一月幹はインドにもイランに

も，かなり在証される。イラン側を二，三例示すれば≠∂漉一n．「暴行」（AirWb．649）

くtav－r能くなす力量がある」（ditto　638）；naraPisi－n．「崩壊」（AirWb．1054）〈nar∂少一

「（月が）欠ける」（ditto　1053＞；5π4∫θ∫舘n．「切ったり打ったりするための武器」（AlrWb。

1627）〈snaθ一「打つ」（ditto　1627）など。　したがって，　handig一（く＊ham－d－i一§一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうじよう
く紡伽一4」盛ぐ統伽」♂δ一）は中性名詞として「結び合わすこと，集積すること，含成

すること」を意味するが，これを王宮に関して旧いるときは，その工程に重きをおいて

いるわけで，t‘（Palace　of）Aggregation（of　Many　materials）”すわなち「合成宮」

あたりを意味することになる。肱π下痢はこのような意味をもつ「王宮」であった。

ゐ醐4餅のアッカド語訳には，「家」，したがって「王宮」，を意味するbit，　ekalli，

伽門戸が用いられ，エラム語訳には同じくuelmannui（tが嗣いられているが，これらは

0．P．肋π漉舘のもつ意味にまでは肉薄していない。

　当面の語を筆者のように読み，かつ解釈することによって，問題がすべてなくなる，と

いうわけではない。ゐ翻読切く＊加2π一面一（da一）（4δ一：Ind．4四一”to　put”and　dd“to

blnd”）と解釈しても，かなり違った結果も得られる。ヘロドFス（「歴史」198）による

と，メディア王デイオケスのアグバタナ（現ハマダーン）城は七三をめぐらしていた。ま

た，中世ペルシア語書，たとえば「ジャーマースプ伝3）」にみえるカング城（Ka脆g－diz）

も岡三である。直接，王宮群からなる複郭であるという表示はないが，そのように解釈

、することもできる。そういう点も考えあわせて，加π4踏一をan　aggregation　of　royal

buildingsとみる：立場も成り立ちうるかもしれない。　E．　F．　Schmidt4）は加4踏一くhad一

“to　sit”という在来の立場に立ちながらも，スーサEEa一の加4ゴ齢を論じるとき，それ

をan　aggregatioR　of　royal　buildingsまたはpalace　compoundというふうに解し

たい意向を示している。しかし，全般的にみて，やはり，単一の王宮をさしてん読齢

とよんでいるから，シュミットの解釈は成立しにくいように思われる。つぎに考えら
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れることは，ダーラヤワウシュのペルセポリスのタチャラ＝宝蔵宮にクシャヤールシャ

ーがh4∫齢と追刻しているところがら，　h　4ゴ齢を宝庫・宝蔵の意味に解することで

’ある。　h4∫齢を宝蔵（ardasta“na一）のシノニムとみなすのである。この場合でも

ゐ碑漉齢（＜ham・ddi一〔この場合のdd一はInd・dha　rのみが覇旨〕）は妥当する。「集積する

こと」の意味から，「集積の場」というふうに解し，やがて宝蔵の意味となり得る。ダ

ーラヤワウシュのタチャラ罵アルダスターナ（宝蔵）宮を拡大したとも見ることのできる

クシャヤールシャーのタチャラ宮には1なるほど，宝蔵としての加π4蝕なる表現は

ふさわしいようにみえる。しかし，ダーラヤワウシュがスーサでは加加1∫齢を用い，ペ

ルセポリスではαγ4α5痂πα一を用いるということは，そのこと自体が矛盾である。また，

クシャヤールシャーが「宝蔵」としての加澤ゴ舘なる語をおのが王宮のみか，すでに

αプ4磯伽αイ宝蔵」と銘打たれている父王の王宮にまで，屋上屋を架するがごとくに，

追刻したとは，考えにくいのである。それから，もうひとつ，違った見方ができる。そ

れは，ダーラヤワウシュのスーサ王宮乃4踏一が「壮麗なもの」（方α甑一“hervorragend’，）

にみえるとある（p．81参照）ところがら，転帰読§一をく＊ham－di一（lnd．　sark－di一“to

shine　together，　to　bestow　by　shining”）〈lnd．　di一“to　shine（forth）；to　excel”

とみて“（Palace　of）Brilliancy”「光華殿」などと解することである。事実，ペルセポ

リスのダ「ラヤワウシュのタチャラ＝宝蔵宮も，そう言われてもはずかしくない美しさ

を具えていた。Darius　Persepolis碑文。のアッカド語版は，はっきりと「磨いた石」

（aban　9α観ので出来ていることを伝えているし，この王宮がHall　of　Mirrorsと通

称されているのも，うなずける。メーγ・ホールの北に隣接する，ふたつの小ホールの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふち床は，赤色のプラスターに往時のおもかげをとどめている。四隅や10個のニッチに，縁

取りのように，彫りこまれた碑文も，多分に装飾的である。かれこれあわせ考えると，

加π4ゴ§一“（Palace　of）Brilliaitcy”（光華殿）にもふさわしい。そこで，筆者はまこと

にズルイことを考え出した。ゐα2z読唱“（Palace　of）Aggregation（of　many　materi・

als）”を「七宝合成宮」とみれば，これで十分美しいことになるのではないか，と。

乃雌4餅は，いずれにしても，建物の出来具合，仕上がり一そんなところに重点をお

いた表現として，「王宮」を示すものであるから，ペルセポリスのダーラヤワウシ＝の

タチャラ竺宝蔵宮に，それが付回されても，不都合は来たさない。この建物の機能面は

　「アルダスターナ」　（宝蔵宮）で示され，工程構造面は「ハンディシュ」　（合成宮）で

あらわされ，他の建物に対する位置づけは「タチャラ」（陪殿）で示されているという

ことになる。
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　結論としては，」〈・・一サの「ダーラヤワウシュ大ヨ三のタチャラ＝ハンディシュ（合成）

宮」，ペルセポリスの「同王のタチャラ＝アルダスターナ（宝蔵）宮」，同じく「クシャ

’ヤールシャーのタチャラ＝ハンディシュ（合成）宮」という呼びかたが正しい，とい

うことになる。これまでのように，ペルセ：ポリスのダーヤラワウシュの王宮にのみタチ

ャラを用い，クシャヤールシャーのそれにはタチャラは用いず，「クシャヤールシャー

のハディシュ（しかし，いまやハンディシェ）」とするのは，かたよった扱いかたであ

る。建物ばかり見ないで賛（？）もにらんでみたら，こんな結論が掛てきた。銘文をの

こした大王たち（じっさいは書認官たち）にしてみれば，「自画自賛」だから，なにも

問題はあるまいが，われわれには，そうはいかないのである。碑文を彫りつけたのは，

どういうE的からか。読んでもらうためなら，だれに読んでもらうためであったか。こ

ういうことは，この論考とは鯛の課題であるが，またしても考えさせられるテーマであ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆者は京都大学文学都教授）
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